通信　「所長のつぶやき」

第1４回　エースで４番をしてみたかった

　（１）　盲人野球（今は、ブラインドベースボール）
　　視覚障害者用に考えられた野球について、ご存じでしょうか？
　　　　ルールはソフトボールとほぼ同じです。ピッチャーがハンドボール競技に使うボールをホームベースに
向かって地面を転がします。これをバッターがバットで打って１塁ベースに向かって走ります。野手は、打
球をキャッチしたら一塁手に送球します。バッターランナーより速くボールが一塁手に届けばアウト、バッ
ターランナーの方が速ければセーフになります。ただ、弱視のプレーヤーがノーバウンドで打球をキャッチ
したり、全盲のプレイヤーがゴロでも打球をキャッチしたりしたらアウトになります。
　　　　ソフトボールと同じように、ランナーが１塁から２塁、３塁と進み、ホームベースに帰って来たら得点になり
ます。
　　　　プレーするのは１チーム10人。このうち、全盲が４人以上いなければなりません。つまり、弱視は６人以
　　下となります。全盲のプレイヤーはアイシェードを付けて、光を遮断します。従って、弱視が全盲プレイヤーに
なることもできます。ピッチャーは全盲でなければなりません。
　　　　前回書いたように、私は柔道部でしたが、全盲のプレイヤーが足りないということで、野球部にも時々
参加させていただきました。顧問の先生から「ピッチャーをやってみないか」と言われ、少し投げてみました
が、ノーコンで何ともなりませんでした。打つ方は、いくらかましで、フォアボールや相手のエラーも入れると
試合の際の出塁率は５割ぐらいだったと思います。野球部の方をさしおいて４番バッターもさせてもらいま
した。
　　　　でも、ピッチャーもやってみたかったですね。
　　　　私が定年退職する年に岡山盲学校の野球部が香川盲学校の野球部と合同チームを作り、全国大会に
出場することになりました。夏休み中も何度か練習をしていました。「ちょっとバッティングピッチャーをさせ
てもらえないか」と顧問の先生に頼み、何人かに対して投げてみました。そうしたら、何とほとんどストライク
になるではないでしょうか。バッターの方に入っていく変化球も、バッターから逃げていく変化球もそれなり
に決まりました。
　　　　どうしてできるようになったのかと考えてみました。足でホームプレートのホームベースに向かっている
　　面を確認する、手の振り方をホームベースに向かって真っ直ぐにするなどの点に注意したためだと思いま
す。学生の頃は、足の感覚まで使おうという発想がありませんでした。こういう発想を持っていたら、「エー
スで４番」も夢ではなかったと思います。
（２）　最終回、２アウト、ランナーなし、４番バッターは私
　　専攻科３年生の夏の東海地区大会。我が名古屋盲学校は最終回の裏、５対０で負けていました。２アウト
満塁で３番のＳくんに回ってきました。Ｓくんが何と満塁ホームラン。２アウト、ランナーなしで４番の私に回っ
てきました。ここでアウトになったら試合自体が終わってしまうというプレッシャーは強く、バットを持って打
　　席に立っていても足が震えてきました。２ストライクまで追い込まれましたが、何とかバットをボールに当て、内野安打で出塁することができました。結局試合には負けてしまいましたが、今でも忘れられない思い出
です。　　　　　　筆者　：　志水克典（岡山ライトハウス点字出版所　所長、元岡山県立岡山盲学校教頭）
